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（教科書 p.154） 

１ 鋭角三角形 ABC において 

𝑎 = 𝑏 cos 𝐶 + 𝑐 cos 𝐵  

が成り立つことを証明せよ。 

 

 

A から BC に下ろした垂線と BC の交点を H とすると，△ ABC は鋭角三角形であるから，点 H は

辺 BC 上にあり 

BH = AB cos 𝐵 = 𝑐 cos 𝐵  

CH = AC cos 𝐶 = 𝑏 cos 𝐶  

ゆえに 

𝑎 = CH + BH = 𝑏 cos 𝐶 + 𝑐 cos 𝐵  

 

２ △ ABC の面積を 𝑆，外接円の半径を 𝑅 とするとき 

𝑆 =
𝑎𝑏𝑐

4𝑅
  

が成り立つことを，面積の公式と正弦定理を用いて証明せよ。 

面積の公式により 

𝑆 =
1

2
𝑎𝑏 sin 𝐶  ……① 

正弦定理により 
𝑐

sin 𝐶
= 2𝑅  

よって sin 𝐶 =
𝑐

2𝑅
  ……② 

①に②を代入して 

 𝑆 =
1

2
∙ 𝑎 ∙ 𝑏 ∙

𝑐

2𝑅
=

𝑎𝑏𝑐

4𝑅
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 半径 1 の円に内接する正十二角形の面積を求めよ。 

 

図のように，正十二角形を分割すると 

∠AOB = 360° ÷ 12  

= 30°  

よって，求める面積は 

𝑆 = 12 × △ AOB  

= 12 ∙
1

2
∙ 1 ∙ 1 sin 30°  

= 3  

練習問題Ａ 
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４ 円に内接する四角形 ABCD において 

AB = 3,   BC = 4,   CD = DA = 5  

である。 

このとき，次の問に答えよ。 

(1) 2 つの角 ∠BAD，∠BCD に着目して， 

対角線 BD および cos ∠BAD の値を求めよ。 

∠BAD = 𝜃 とすると，四角形 ABCD は円に内接するから  ∠BCD = 180° − 𝜃 

△ ABD において，余弦定理により 

BD2 = 32 + 52 − 2 ∙ 3 ∙ 5 cos 𝜃  

= 34 − 30 cos 𝜃    ……① 

△ CBD において，余弦定理により 

BD2 = 42 + 52 − 2 ∙ 4 ∙ 5 cos(180° − 𝜃)  

= 41 − 40 cos(180° − 𝜃)  

= 41 + 40 cos 𝜃    ……② 

①，②より 34 − 30 cos 𝜃 = 41 + 40 cos 𝜃 

よって cos 𝜃 = −
1

10
 

cos 𝜃 = −
1

10
 を①に代入して 

BD2 = 34 − 30 ∙ (−
1

10
) = 37  

BD > 0 より BD = √37 

したがって  BD = √37，cos ∠BAD = −
1

10
 

 

(2) 四角形 ABCD の面積を求めよ。 

sin2 𝜃 = 1 − (−
1

10
)

2
=

99

100
  

0° < 𝜃 < 180° より，sin 𝜃 > 0 であるから 

sin 𝜃 =
3√11

10
  

よって，求める四角形の面積 𝑆 は 

𝑆 =△ ABD +△ CBD  

=
1

2
∙ AB ∙ AD sin 𝜃 +

1

2
∙ CB ∙ CD sin(180° − 𝜃)  

=
1

2
∙ 3 ∙ 5 ∙

3√11

10
+

1

2
∙ 4 ∙ 5 ∙

3√11

10
  

=
21√11

4
  

５ 1 辺の長さが 4 の正四面体 ABCD の辺 AB 上に点 P，辺 AC 上に点 Q を 

AP = 1,   AQ = 2  

となるようにとるとき，次の問に答えよ。 

(1) △ DPQ の辺 DP，PQ，QD を求めよ。 

DP2 = AD2 + AP2 − 2 ∙ AD ∙ AP cos 60°  

= 42 + 12 − 2 ∙ 4 ∙ 1 ∙
1

2
= 13  

よって  DP = √13 

同様に 

PQ2 = 12 + 22 − 2 ∙ 1 ∙ 2 cos 60° = 3  

よって PQ = √3  

QD2 = 22 + 42 − 2 ∙ 2 ∙ 4 cos 60° = 12  

よって  QD = 2√3 

(2) ∠PQD = 𝜃 とするとき，cos 𝜃 の値を求めよ。 

余弦定理により 

cos 𝜃 =
PQ2+QD2−DP2

2∙PQ∙QD
  

=
(√3)

2
+(2√3)

2
−(√13)

2

2∙√3∙2√3
=

1

6
  

(3) △ DPQ の面積を求めよ。 

sin 𝜃 = √1 − (
1

6
)

2
=

√35

6
  

よって 

△ DPQ =
1

2
∙ PQ ∙ QD sin 𝜃  

=
1

2
∙ √3 ∙ 2√3 ∙

√35

6
=

√35

2
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６ △ ABC において，
sin 𝐴

5
=

sin 𝐵

6
=

sin 𝐶

7
 が成り立つとする。 

△ ABC の最大角を 𝜃 とするとき，cos 𝜃 の値を求めよ。 

sin 𝐴

5
=

sin 𝐵

6
=

sin 𝐶

7
= 𝑘 とすると 

sin 𝐴 = 5𝑘，sin 𝐵 = 6𝑘，sin 𝐶 = 7𝑘  

△ ABC の外接円の半径を 𝑅 とすると 

𝑎 = 2𝑅 sin 𝐴 = 10𝑘𝑅  

𝑏 = 2𝑅 sin 𝐵 = 12𝑘𝑅  

𝑐 = 2𝑅 sin 𝐶 = 14𝑘𝑅  

最大辺が 𝑐 であるから，最大角は 𝐶 である。 

よって 

cos 𝜃 = cos 𝐶 =
(10𝑘𝑅)2+(12𝑘𝑅)2−(14𝑘𝑅)2

2∙10𝑘𝑅∙12𝑘𝑅
  

=
1

5
  


